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概要：本稿では，複雑化した業務アプリケーションを，プログラムとデータから成る複数の集合に分割す
る技術について紹介する．本技術では，集合間の依存関係が互いに少なくなるように分割されるため，そ

の結果を可視化することで，既存アプリケーションの再設計に利用できる．

1. はじめに

企業で利用される業務アプリケーションは，ビジネス環

境や情報技術の変化に迅速に対応しなければならない．

マイクロサービスアーキテクチャは，一枚岩のアプリ

ケーション（モノリス）を機能に従って複数の小さいサー

ビス（マイクロサービス）に分割し，それらを連携させる

ことで迅速なデプロイを実現するものである [1]．マイク

ロサービスアーキテクチャでは，各サービスの独立性を高

め，サービスごとにデータベースを所有することで，互い

に疎結合な設計を行う．このような設計を行うことで，あ

るサービスに対する変更の影響を局所化することが可能に

なり，変化に対応しやすいアプリケーションを実現できる．

しかし，既存のモノリスでは，数多くのプログラムと

データが複雑に関係しており，機能に従った疎結合なサー

ビスを再設計することが困難である．設計者は，どのよう

な機能がどのようなプログラム要素で構成されており，そ

れらがどのように連携しているかを理解しなければならな

い．また，どのサービスがどのデータを所有すべきかを適

切に判断する必要がある．

我々は，業務アプリケーションを，プログラムとデータ

（データベーステーブル）から成る複数の集合（サービス部

品と呼ぶ）に分割する技術を開発した．サービス部品は，

疎結合なサービスの候補となる機能のまとまりであり，プ

ログラムの呼び出し関係とデータベースへのアクセス関

係に基づいて抽出される．本技術による分割は，マイクロ

サービスアーキテクチャのような変更の影響を局所化する

設計を行うためのスタートラインとして利用することがで

きる．
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図 1 モノリスの分割

2. 開発技術

本技術では，アプリケーションの各機能を実現するため

に必要なプログラムとデータベーステーブルを特定し，そ

れらをサービス部品として抽出する．各サービス部品が独

立して動作するように，複数の機能から利用されるプログ

ラムはサービス部品間に重複させてデプロイする．一方で，

データを重複させると整合性の管理が困難になるため，特

定のサービス部品に所有させる．以降では，COBOLで実

装された業務アプリケーションを例として，サービス部品

の具体的な抽出手順について説明する．

2.1 プログラム集合の特定

アプリケーションが提供する機能の起点となるプログラ

ムを選定し，そのプログラムから呼び出されるすべてのプ

ログラムをプログラム集合とする．プログラム集合は，他

のプログラム集合に依存せずに単独で実行可能な単位であ

るため，あるプログラムが複数のプログラム集合に含まれ

         ウィンターワークショップ2018・イン・宮島

                  ©2018 Information Processing Society of Japan

                  IPSJ/SIGSE Winter Workshop 2018 in Miyajima (WWS2018)

                                                                                                                                                                                                                                                                          54



る場合もある．本例では，COBOLソースファイルをプロ

グラムとし，分析対象内のどのファイルからも呼び出され

ていないファイルを起点プログラムとして選定する．この

ようなファイルは，アプリケーションの画面や JCLなど

のバッチから呼び出されるものである．

図 1は，5つのプログラム（P1から P5）と 3つのデー

タから成るアプリケーションの例を示している．この例で

は，P1，P2，P3がそれぞれ起点プログラムとして選定さ

れ，3つのプログラム集合が作られる．

2.2 サービス部品の抽出

各プログラム集合とデータベーステーブル間のアクセス

関係を取得し，クラスタリングアルゴリズム [2] を用いて

関係の強いプログラム集合とテーブルを集める．テーブル

へのアクセス関係は読み込みと書き込みを区別し，書き込

みがより強い関係であると考え，書き込みの重みを強くす

る．我々の適用事例では，書き込みの重みを読み込みの 2

倍に設定している．このクラスタリングによって，プログ

ラム集合とテーブルから成るクラスタが抽出されるが，複

数のクラスタから書き込まれるテーブルは汎用的なデータ

を保持している可能性が高いと考えられるため，このよう

なテーブルは特定のプログラム集合に配置せず，それ単独

で 1つのクラスタとする（これを共通データと呼ぶ）．そ

して，共通データと共通データへのアクセス関係を除外し

た状態で再度クラスタリングアルゴリズムを適用し，形成

されたクラスタをサービス部品とする．

図 1の下部は，サービス部品抽出の例を示している．P1

を起点とするプログラム集合とデータ 1が 1つのサービス

部品を構成している．また，P2と P3をそれぞれ起点プロ

グラム集合は，データ 2とデータ 3へのアクセス関係が強

いため，1つのサービス部品としてまとめられている．

3. 分割結果の利用

本技術による分割結果を可視化することで，アプリケー

ションの再設計に利用できる．図 2は，ある業務アプリ

ケーションを対象に本技術を適用した結果を可視化したも

のである．図中の小さな黒い四角（ビル）が 1つのデータ

ベーステーブルを表しており，黒以外のビルがプログラム

集合を表している．また，赤色の枠で囲まれた部分はサー

ビス部品であり，枠で囲まれていない黒いビルは共通デー

タである．ビル間の線はプログラム集合とテーブル間のア

クセス関係を示している．

図 2のような分割結果を分析することで，再設計に向け

た様々な検討が考えられる．たとえば，共通データに対す

るアクセスが集中している場合は，それに対応するデータ

アクセスAPIを用意する工数が発生すると予想できる．ま

た，データアクセスの関係線が少ないサービス部品は，実

際に抽出することが容易であると考えられるため，そのよ

図 2 本技術の適用事例

うなサービス部品から再構築するという計画を立てること

ができる．一方で，関係線が多いサービス部品や構成要素

が多いサービス部品は，サービスとして複雑すぎる可能性

があるため，細分化の検討が必要であると考えられる．

4. 実用化に向けた課題

本ワークショップでは，本技術の実用化に向けた課題に

ついて議論する．たとえば，我々は以下のような点が課題

になると考えている．

• 各サービス部品が具体的にどのような処理を行うもの
であるかを効率的に理解する方法．

• プログラミング言語による差異に対応する方法．
COBOL のアプリケーションで実践した方法が，Java

などの他言語には流用できない可能性がある．

• ソースコード以外の有益な情報がある場合に，それ
をどのように入力させ，分割にどう反映させるか．ド

キュメントや過去の修正履歴だけでなく，事業戦略を

考慮して設計を行う必要もある．
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